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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナ装置であって、
　矩形形状の接地板と、
　前記接地板に絶縁して形成された給電部と、
　前記給電部と前記接地板とに接続する短絡部に接続し、前記接地板と平行で、且つ、前
記接地板と所定の間隔で離間して延伸された放射導体部と、を備え、
　前記放射導体部は、折り曲げ角度が９０度の折り曲げ部分を有し、
　前記放射導体部のうち前記短絡部に接続する導体部の前記折り曲げ部分までの延伸方向
の長さをａ１、前記接地板の１辺の長さをｂ１、前記アンテナ装置により送受信される電
磁波の波長をλとすると以下の式（１）および式（２）が成り立つ
０．０９５λ≦ａ１≦０．２４λ・・・（１）
ａ１＋０．０４５λ≦ｂ１≦ａ１＋０．１０λ・・・（２）
アンテナ装置。
【請求項２】
　アンテナ装置であって、
　矩形形状の接地板と、
　前記接地板に絶縁して形成された給電部と、
　前記給電部と前記接地板とに接続する短絡部に接続し、前記接地板と平行で、且つ、前
記接地板と所定の間隔で離間して延伸された放射導体部と、を備え、
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　前記放射導体部は、円弧状の折り曲げ部分を有し、
　前記放射導体部のうち前記短絡部に接続する導体部の前記折り曲げ部分までの延伸方向
の長さをａ２、前記接地板の１辺の長さをｂ２、前記アンテナ装置により送受信される電
磁波の波長をλとすると以下の式（３）および式（４）が成り立つ
０．０９５λ≦ａ２≦０．２４λ・・・（３）
ａ２＋０．０４５λ≦ｂ２≦ａ２＋０．１０λ・・・（４）
アンテナ装置。
【請求項３】
　アンテナ装置であって、
　矩形形状の接地板と、
　前記接地板に絶縁して形成された給電部と、
　前記給電部と前記接地板とに接続する短絡部に接続し、前記接地板と平行で、且つ、前
記接地板と所定の間隔で離間して延伸された放射導体部と、を備え、
　前記放射導体部は、９０度未満の角度で複数回折り曲げられた折り曲げ部分を有し、
　前記放射導体部は、前記複数回の折り曲げによって９０度分折り曲げられ、
　前記放射導体部のうち前記短絡部側からみて最初の折り曲げ部分まで延伸する第１の導
体部を前記最初の折り曲げ部分から延伸方向に延ばした第１の線が前記放射導体部のうち
前記短絡部側からみて最後の折り曲げ部分から先端まで延伸する導体部を延伸方向に延ば
した第２の線と交点を結ぶときの、前記第１の導体部の前記交点までの延伸方向の長さを
ａ３、前記接地板の１辺の長さをｂ３、前記アンテナ装置により送受信される電磁波の波
長をλとすると以下の式（５）および式（６）が成り立つ
０．０９５λ≦ａ３≦０．２４λ・・・（５）
ａ３＋０．０４５λ≦ｂ３≦ａ３＋０．１０λ・・・（６）
アンテナ装置。
【請求項４】
　前記接地板は、正方形形状である
請求項１に記載のアンテナ装置。
【請求項５】
　アンテナ装置であって、
　円形形状の接地板と、
　前記接地板に絶縁して形成された給電部と、
　前記給電部と前記接地板とに接続する短絡部に接続し、前記接地板と平行で、且つ、前
記接地板と所定の間隔で離間して延伸された放射導体部と、を備え、
　前記放射導体部は、折り曲げ角度が９０度の折り曲げ部分を有し、
　前記放射導体部のうち前記短絡部に接続する導体部の前記折り曲げ部分までの延伸方向
の長さをａ４、前記接地板の直径の長さをｂ４、前記アンテナ装置により送受信される電
磁波の波長をλとすると以下の式（７）および式（８）が成り立つ
０．０９５λ≦ａ４≦０．２４λ・・・（７）
ａ４＋０．０４５λ≦ｂ４≦ａ４＋０．１０λ・・・（８）
アンテナ装置。
【請求項６】
　前記放射導体部を支持する誘電体部をさらに備える
請求項１に記載のアンテナ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信装置におけるアンテナ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＲＦＩＤ（Radio Frequency Identification）は、ＲＦＩＤタグと呼ばれる媒体に記憶
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された人やモノの個別情報を、リーダライタ（Ｒ／Ｗ）と呼ばれる無線通信装置との無線
通信によって読み書きを行う自動認識システムである。読み書きには、データ呼び出し、
登録、削除、更新などが含まれる。ＲＦＩＤタグ側のアンテナには、直線偏波アンテナが
使用されることが多い。そのため、ＲＦＩＤタグがどの方向を向いていても送受信できる
ように、リーダライタ（Ｒ／Ｗ）側のアンテナとして円偏波アンテナが使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－７２９０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　無線通信を行う無線通信装置は、小型化している。円偏波アンテナを使用する無線通信
装置の筐体内に設置されるアンテナも小型化することが求められる。円偏波特性のアンテ
ナであるパッチアンテナ、ヘリカルアンテナ、クロスダイポールアンテナでは、小型化す
ることが困難である。また、逆Ｆ型アンテナは、小型化が容易であるが、直線偏波特性の
アンテナである。そのため、逆Ｆ型アンテナは、円偏波アンテナを使用する無線通信装置
では、使用し難い。
【０００５】
　開示の装置は、円偏波特性を有するアンテナ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　開示の装置は、上記課題を解決するために、以下の手段を採用する。
【０００７】
　即ち、第１の態様は、
　接地板と、
　前記接地板に絶縁して形成された給電部と、
　前記給電部と前記接地板とに接続する短絡部に接続し、前記接地板と平行で、且つ、前
記接地板と所定の間隔で離間して延伸された放射導体部と、を備え、
　前記放射導体部は、折り曲げ角度が９０度の折り曲げ部分を有する、
アンテナ装置である。
【発明の効果】
【０００８】
　開示の実施形態によれば、円偏波特性を有するアンテナ装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、構成例１－１のアンテナ装置の例を示す図である。
【図２】図２は、アンテナ装置において、接地板と直角に交わり接地点および給電点を含
む平面の例の図である。
【図３】図３は、アンテナ装置１００をＺ軸方向から見た図である。
【図４】図４は、長さａ１に対するアンテナの軸比が最小値となる長さｂ１の値の例を示
す図である。
【図５】図５は、周波数９５０ＭＨｚにおけるアンテナの軸比のグラフの例を示す図であ
る。
【図６】図６は、構成例１－２のアンテナ装置の例を示す図である。
【図７】図７は、長さａ１に対するアンテナの軸比が最小値となる長さｂ１の値の例を示
す図である。
【図８】図８は、周波数９５０ＭＨｚにおけるアンテナの軸比のグラフの例を示す図であ
る。
【図９】図９は、構成例２－１のアンテナ装置の例を示す図である。
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【図１０】図１０は、構成例３－１のアンテナ装置の例を示す図である。
【図１１】図１１は、アンテナ装置３００をＺ軸方向から見た図である。
【図１２】図１２は、構成例４－１のアンテナ装置の例を示す図である。
【図１３】図１３は、アンテナ装置４００をＺ軸方向から見た図である。
【図１４】図１４は、構成例５－１のアンテナ装置の例を示す図である。
【図１５】図１５は、誘電体部及び第１導体部の断面の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して実施形態について説明する。実施形態の構成は例示であり、開示
の実施形態の構成に限定されない。
【００１１】
　〔実施形態１〕
　（構成例１－１）
　図１は、構成例１－１のアンテナ装置の例を示す図である。アンテナ装置１００は、接
地板１１０と、放射導体部１２０とを有する。
【００１２】
　接地板１１０は、平面であり、一辺の長さが長さｂ１の正方形形状である。接地板１１
０の材料として、アルミニウム、銅などの金属が使用される。接地板の厚さは、平面を維
持できる厚さとして例えば２ｍｍとすることができるが、これに限定されるものではない
。また、接地板１１０は、平板上の誘電体に貼り付けられてもよい。
【００１３】
　放射導体部１２０は、第１導体部１２１、第２導体部１２２、第３導体部１２３を含む
。第１導体部１２１と第２導体部１２２とは、電気的に接触している。また、第１導体部
と第３導体部１２３は、電気的に接続する。放射導体部１２０には、給電回路から送信信
号が供給される。また、第１導体部１２１、第２導体部１２２、及び、第３導体部１２３
は、１つの部材として形成されうる。
【００１４】
　第１導体部１２１の形状は、板状である。図１の例では、第１導体部１２１の厚さは０
．４ｍｍ、幅は２ｍｍとしている。第１導体部１２１の厚さ及び幅はこれに限定されるも
のではない。第１導体部１２１は、接地板１１０と平行に長さｃ１の距離で離間している
。また、第１導体部１２１の長さは、ａ１＋ｄ１である。第１導体部１２１は、全体の長
さを長さａ１と長さｄ１とに分ける点で直角（９０度）に折り曲げられる。第１導体部１
２１は、長さａ１の側の端部に給電回路により給電される給電点を有する。第１導体部１
２１の２辺（長さａ１の側、及び、長さｄ１の側）は、それぞれ、接地板１１０の１辺と
平行である。図１の例では、第１導体部１２１の幅方向が接地板１１０の面に対して直角
としているが、第１導体部１２１の幅方向は、接地板１００の面と平行であってもよい。
また、第１導体板１２１の形状は、折り曲げられた円柱状等であってもよい。
【００１５】
　第２導体部１２２は、第１導体部１２１と接地板１１０とを、短絡している。第２導体
部１２２は、第１導体部１２１の給電点から所定の距離ｆ１だけ離間した位置で、第１導
体部１２１と接続される。距離ｆ１は、インピーダンスマッチングにより決定される。
【００１６】
　第３導体部１２３は、第１導体部１２２の給電点と給電回路とを接続する。第３導体部
１２３は、接地板１１０とは、第２導体部１２２を介した伝導部分以外の箇所では、接続
しない。
【００１７】
　ここで、図１のように、第１導体部１２１の長さａ１の方向に平行な軸をＸ軸、第１導
体部１２１の長さｄ１の方向に平行な軸をＹ軸、Ｘ軸およびＹ軸と直角に交わる方向の軸
をＺ軸とする。Ｘ軸は、接地板１１０の一辺と平行である。また、Ｙ軸も、接地板１１０
の一辺と平行である。
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【００１８】
　図２は、アンテナ装置において、接地板と直角に交わり接地点および給電点を含む平面
の例の図である。接地板１１０は、接地点で、放射導体部１２０の第２導体部１２２と接
続される。第２導体部１２２は、第１導体部１２１と接続される。第１導体部１２１の給
電点は、第３導体部１２３を介して、給電回路に接続される。アンテナ装置１００は、給
電回路を含んでもよい。他の実施形態におけるアンテナ装置についても、同様である。
【００１９】
　図３は、アンテナ装置１００をＺ軸方向から見た図である。放射導体部１２０は、Ｚ軸
方向から見て、接地板１１０からはみ出さない位置に設置される。
【００２０】
　図４は、長さａ１に対するアンテナの軸比が最小値となる長さｂ１の値の例を示す図で
ある。アンテナ装置１００で送受信される電磁波の波長を、λとする。図４のグラフにお
いて、使用される周波数は、９５０ＭＨｚである。周波数９５０ＭＨｚにおける波長は、
３１５ｍｍである。このとき、０．１λは３２ｍｍ、０．０４５λは１４ｍｍである。
【００２１】
　アンテナの軸比とは、楕円偏波のＸ方向の電界強度とＹ方向の電界強度の比である。ア
ンテナの軸比が０ｄＢである場合、当該アンテナから出力される電磁波は円偏波である。
アンテナの軸比が３ｄＢ以下であれば、当該アンテナから出力される電磁波は円偏波であ
るとみなしてもよい。
【００２２】
　図４のグラフにおいて、接地板１１０の一辺の長さである長さｂ１がａ１＋０．０４５
λからａ１＋０．１λまでの間である場合、軸比は最小値となる。即ち、長さａ１に対す
る長さｂ１の最適値は、ａ１＋０．０４５λからａ１＋０．１λまでの間である。第１導
体部１２１が折り曲げ部分を有し、接地板１１０がこのサイズであることで、接地板１１
０に流れる電流が、第１導体部１２１を流れる電流（送信信号）の位相に合わせて、接地
板１１０上で回転する。接地板１１０に流れる電流が送信信号の位相に合わせて接地板１
１０上で回転するので、アンテナ装置１００は、円偏波特性を有する。接地板１１０の一
辺の長さｂ１は、最大で０．３４λとなり、従来のアンテナと比較して、アンテナ装置１
００のサイズを小さくできる。一方、接地板１１０の大きさがこのサイズより大きいと、
接地板１１０に流れる電流が送信信号の位相に合わせて接地板１１０上で回転しなくなる
ので、アンテナ装置１００は、円偏波特性を有しない。
【００２３】
　接地板１１０及び導体放射板１２０の寸法は、次のように設定される。なお、ここで設
定される寸法は一例であり、これに限定されるものではない。
【００２４】
　［数１］
　　　　　０．０９５λ≦ａ１≦０．２４λ
　　ａ１＋０．０４５λ≦ｂ１≦ａ１＋０．１０λ
　　　　　ｃ１＝２ｍｍ
　　　　　ｄ１＝０．２５λ＋ｆ１－ａ１
　　ａ１＋ｄ１＝０．２５λ＋ｆ１

　第１導体部１２１の長さは、ａ１＋ｄ１＝０．２５λ＋ｆ１となる。また、第２導体部
１２２と第３導体部１２３との距離ｆ１が１０ｍｍである場合、インピーダンス整合が取
れる。
【００２５】
　図５は、周波数９５０ＭＨｚにおけるアンテナの軸比のグラフの例を示す図である。図
５のグラフは、アンテナ装置１００の放射導体部１２０の第１導体部１２１の長さａ１と
、接地板１１０の長さｂ１を変化させたときのアンテナの軸比を示す。
【００２６】
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　図５の例では、長さａ１＝５０ｍｍ（＝０．１５９λ）、長さｂ１＝７５ｍｍ（＝ａ１
＋０．０８λ）の場合に、アンテナの軸比が０．４ｄＢと最低になっている。即ち、アン
テナ装置１００の寸法をこのサイズにすることで、アンテナ装置１００は、ほぼ円偏波の
特性を有するアンテナとなる。また、アンテナの軸比が３ｄＢ以下であれば、当該アンテ
ナから出力される電磁波は円偏波であるとみなしてもよいので、アンテナ装置１００のサ
イズとして、アンテナの軸比が３ｄＢ以下となる他のサイズが採用されてもよい。
【００２７】
　アンテナ装置１００は、図１のような構成とすることで、大きさが縦横０．３４λ以下
、高さ４ｍｍであって、円偏波特性を有するアンテナとなる。
【００２８】
　（構成例１－２）
　構成例１－２について説明する。構成例１－２は、構成例１－１と共通点を有する。こ
こでは、主に相違点について説明し、共通点についての説明は省略する。構成例１－２で
は、第１導体部１２１と接地板１０１との離間する距離ｃ１が、構成例１－１とは異なる
。
【００２９】
　図６は、構成例１－２のアンテナ装置の例を示す図である。構成例１－１では、アンテ
ナ装置１００は、第１導体部１２１は、接地板１０１と平行に長さｃ１＝２ｍｍの距離で
離間しているとしたが、構成例１－２では、長さｃ１は、１０ｍｍとする。
【００３０】
　図７は、長さａ１に対するアンテナの軸比が最小値となる長さｂ１の値の例を示す図で
ある。図７のグラフにおいて、使用される周波数は、９５０ＭＨｚである。周波数９５０
ＭＨｚにおける波長は、３１５ｍｍである。このとき、０．１λは３２ｍｍ、０．０４５
λは１４ｍｍである。
【００３１】
　図７のグラフにおいて、接地板１１０の一辺の長さである長さｂ１がａ１＋０．０４５
λからａ１＋０．１λまでの間である場合、軸比は最小値となる。即ち、長さａ１に対す
る長さｂ１の最適値は、ａ１＋０．０４５λからａ１＋０．１λまでの間である。これは
、構成例１－１の例と同様である。
【００３２】
　図８は、周波数９５０ＭＨｚにおけるアンテナの軸比のグラフの例を示す図である。図
８のグラフは、アンテナ装置１００の放射導体部１２０の第１導体部１２１の長さａ１と
、接地板１１０の長さｂ１を変化させたときのアンテナの軸比を示す。
【００３３】
　図８の例では、長さａ１＝６０ｍｍ（＝０．１９０λ）、長さｂ１＝８０ｍｍ（＝ａ１
＋０．０６λ）の場合に、アンテナの軸比が１．０ｄＢと最低になっている。アンテナ装
置１００の寸法をこのサイズにすることで、アンテナ装置１００は、ほぼ円偏波の特性を
有するアンテナとなる。また、アンテナ装置１００のサイズとして、アンテナの軸比が３
ｄＢ以下となる他のサイズが採用されてもよい。
【００３４】
　構成例１－２のように、長さｃ１を大きくすることで、アンテナ装置１００のサイズは
大きくなるが、構成例１－１と比較して、アンテナとしての特性（利得等）は改善される
。アンテナ装置１００は、長さｃ１を大きくしても、円偏波の特性を有する。
【００３５】
　（実施形態１の作用効果）
　アンテナ装置１００は、折り曲げられた放射導体部１２０を有する。放射導体部１２０
が折り曲げられることで、アンテナ装置１００の一辺の長さを波長の３分の１程度以下に
することができる。放射導体部１２０が折り曲げられ、接地板１１０が所定のサイズを有
することで、アンテナ装置１００は、円偏波特性を有する。
【００３６】
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　従来の逆Ｆ型アンテナは、ヘリカルアンテナ等と比較して、小型であるが、円偏波特性
を有しない。アンテナ装置１００は、折り曲げられた放射導体部１２０、及び、所定の大
きさの接地板１１０を有することで、小型、かつ、円偏波特性を有する。
【００３７】
　〔実施形態２〕
　次に実施形態２について説明する。実施形態２は、実施形態１との共通点を有する。従
って、主として相違点について説明し、共通点については、説明を省略する。実施形態２
では、接地板の形状を円形形状とする。
【００３８】
　（構成例２－１）
　図９は、構成例２－１のアンテナ装置の例を示す図である。アンテナ装置２００は、接
地板２１０と、放射導体部２２０とを有する。
【００３９】
　接地板２１０は、平面であり、直径の長さが長さｂ２の円形形状である。また接地板２
１０の形状は、正方形以外の四角形形状、多角形形状であってもよい。
【００４０】
　放射導体部２２０は、第１導体部２２１、第２導体部２２２、第３導体部２２３を含む
。放射導体部２２０は、実施形態１の放射導体部１２０と同様の構成を有する。放射導体
部２２０は、Ｚ軸方向から見て、接地板２１０からはみ出さない位置に設置される。
【００４１】
　第１導体部２２１は、接地板２１０と平行に長さｃ２の距離で離間している。また、第
１導体部２２１の長さは、ａ２＋ｄ２である。第１導体部２２１は、全体の長さを長さａ
２と長さｄ２とに分ける点で直角（９０度）に折り曲げられる。
【００４２】
　第２導体部２２２は、第１導体部２２１と接地板２１０とを、短絡している。第２導体
部２２２は、第１導体部２２１の給電点から所定の距離ｆ２だけ離間した位置で、第１導
体部２２１と接続される。距離ｆ２は、インピーダンスマッチングにより決定される。
【００４３】
　アンテナ装置２００のサイズを、例えば、周波数９５０ＭＨｚにおいて、ａ２＝５０ｍ
ｍ、ｂ２＝８０ｍｍ、ｃ２＝２ｍｍ、ｄ１＝３９ｍｍ、ｆ２＝１０ｍｍとすると、アンテ
ナ装置２００の軸比は、２．６７ｄＢとなる。このとき、アンテナの軸比が３ｄＢ以下で
あるので、アンテナ装置２００は、円偏波特性を有する。アンテナ装置２００のサイズは
、これに限定されるものではない。
【００４４】
　（実施形態２の作用効果）
　アンテナ装置２００は、接地板２１０の形状を円形、正方形以外の四角形、または、多
角形とする。アンテナ装置２００によれば、接地板２１０の形状を円形、正方形以外の四
角形、または、多角形とした場合であっても、円偏波特性を有するアンテナとすることが
できる。
【００４５】
　〔実施形態３〕
　次に実施形態３について説明する。実施形態３は、実施形態１及び２との共通点を有す
る。従って、主として相違点について説明し、共通点については、説明を省略する。実施
形態３では、放射導体部の折り曲げの形状を変更する。
【００４６】
　（構成例３－１）
　図１０は、構成例３－１のアンテナ装置の例を示す図である。アンテナ装置３００は、
接地板３１０と、放射導体部３２０を有する。
【００４７】
　接地板３１０は、平面であり、一辺の長さが長さｂ３の正方形形状である。接地板３１
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０は、実施形態１の接地板１１０と同様の構成を有する。接地板３１０は、実施形態２の
接地板２１０と同様の構成であってもよい。
【００４８】
　放射導体部３２０は、第１導体部３２１、第２導体部３２２、第３導体部３２３を含む
。第２導体部３２２及び第３導体部３２３は、それぞれ、実施形態１の第２導体部１２２
及び第３導体部１２３と同様の構成を有する。
【００４９】
　第１導体部３２１は、接地板３１０と平行に長さｃ３の距離で離間している。第１導体
部３２１は、実施形態１の第１導体部１２１で直角に折り曲げた部分を、半径ｒ３の９０
度の円弧とする。第１導体部３２１で、円弧とした部分を実施形態１と同様に折り曲げた
ときの折り曲げ部分までの長さを長さａ３、折り曲げ部分から先の長さを長さｄ３とする
。
【００５０】
　第２導体部３２２は、第１導体部３２１と接地板３１０とを、短絡している。第２導体
部３２２は、第１導体部３２１の給電点から所定の距離ｆ３だけ離間した位置で、第１導
体部３２１と接続される。距離ｆ３は、インピーダンスマッチングにより決定される。
【００５１】
　第１導体部３２１の長さとして、ａ３＋ｄ３が、０．２５λ＋ｆ３となるようにしても
よいし、第１導体部３２１の直線部分及び円弧部分に沿った長さが０．２５λ＋ｆ３とな
るようにしてもよい。
【００５２】
　図１１は、アンテナ装置３００をＺ軸方向から見た図である。放射導体部３２０は、Ｚ
軸方向から見て、接地板３１０からはみ出さない位置に設置される。
【００５３】
　アンテナ装置３００のサイズを、例えば、周波数９５０ＭＨｚにおいて、ａ３＝５０ｍ
ｍ、ｂ３＝７５ｍｍ、ｃ３＝２ｍｍ、ｄ３＝４２ｍｍ、ｆ３＝１０ｍｍとすると、アンテ
ナ装置３００の軸比は、１．２５ｄＢとなる。このとき、アンテナの軸比が３ｄＢ以下で
あるので、アンテナ装置３００は、円偏波特性を有する。アンテナ装置３００のサイズは
、これに限定されるものではない。
【００５４】
　（実施形態３の作用効果）
　アンテナ装置３００は、放射導体部３２０の折り曲げ部分の形状を円弧とする。アンテ
ナ装置３００によれば、放射導体部３２０の折り曲げ部分の形状を円弧とした場合であっ
ても、円偏波特性を有するアンテナとすることができる。第１導体部３２１の折り曲げ部
分の形状を円弧形状とすることにより、アンテナ装置１００の第１導体部１２１より形成
しやすくなる。
【００５５】
　〔実施形態４〕
　次に実施形態４について説明する。実施形態４は、実施形態１乃至３との共通点を有す
る。従って、主として相違点について説明し、共通点については、説明を省略する。実施
形態４では、放射導体部の折り曲げの形状を変更する。
【００５６】
　（構成例４－１）
　図１２は、構成例４－１のアンテナ装置の例を示す図である。アンテナ装置４００は、
接地板４１０と、放射導体部４２０とを有する。
【００５７】
　接地板４１０は、平面であり、一辺の長さが長さｂ４の正方形形状である。接地板４１
０は、実施形態１の接地板１１０と同様の構成を有する。接地板４１０は、実施形態２の
接地板２１０と同様の構成であってもよい。
【００５８】
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　放射導体部４２０は、第１導体部４２１、第２導体部４２２、第３導体部４２３を含む
。第２導体部４２２及び第３導体部４２３は、それぞれ、実施形態１の第２導体部１２２
及び第３導体部１２３と同様の構成を有する。
【００５９】
　第１導体部４２１は、接地板４１０と平行に長さｃ４の距離で離間している。第１導体
部４２１は、実施形態１の第１導体部４２１で直角に折り曲げた部分を、４５度の折り曲
げを２回行うとする。第１導体部４２１で、４５度の折り曲げを２回行った部分を実施形
態１と同様に直角に折り曲げたときの折り曲げ部分までの長さを長さａ４、折り曲げ部分
から先の長さを長さｄ４とする。また、４５度折り曲げたことによって、長さａ４から欠
けた部分の長さを、長さｓ４とする。同様に、長さｄ４から欠けた部分の長さを、長さｓ
４とする。ここでは、第１導体部４２１は、４５度で２回折り曲げる構成としたが、例え
ば、３０度で３回折り曲げる構成などとして、複数回折り曲げて最終的に９０度分折り曲
がる構成としてもよい。また、複数回にわたって折り曲げる場合、折り曲げ毎に折り曲げ
る角度が変わってもよい。
【００６０】
　第２導体部４２２は、第１導体部４２１と接地板４１０とを、短絡している。第２導体
部４２２は、第１導体部４２１の給電点から所定の距離ｆ４だけ離間した位置で、第１導
体部４２１と接続される。距離ｆ４は、インピーダンスマッチングにより決定される。
【００６１】
　第１導体部４２１の長さとして、ａ４＋ｄ４が、０．２５λ＋ｆ４となるようにしても
よいし、第１導体部４２１に沿った長さが０．２５λ＋ｆ３となるようにしてもよい。
【００６２】
　図１３は、アンテナ装置４００をＺ軸方向から見た図である。放射導体部３２０は、Ｚ
軸方向から見て、接地板４１０からはみ出さない位置に設置される。
【００６３】
　アンテナ装置４００のサイズを、例えば、周波数９５０ＭＨｚにおいて、ａ４＝５０ｍ
ｍ、ｂ４＝７５ｍｍ、ｃ４＝２ｍｍ、ｄ４＝４４ｍｍ、ｆ４＝１０ｍｍとすると、アンテ
ナ装置４００の軸比は、１．５４ｄＢとなる。このとき、アンテナの軸比が３ｄＢ以下で
あるので、アンテナ装置４００は、円偏波特性を有する。アンテナ装置４００のサイズは
、これに限定されるものではない。
【００６４】
　（実施形態４の作用効果）
　アンテナ装置４００は、放射導体部４２０の折り曲げ部分の形状を９０度より小さい角
度で複数回折り曲げた形状とする。アンテナ装置４００によれば、放射導体部４２０の折
り曲げ部分の形状を９０度より小さい角度で複数回折り曲げた形状とした場合であっても
、円偏波特性を有するアンテナとすることができる。第１導体部４２１の折り曲げ部分の
形状を９０度より小さい角度で複数回折り曲げた形状とすることにより、アンテナ装置１
００の第１導体部１２１より形成しやすくなる。
【００６５】
　〔実施形態５〕
　次に実施形態５について説明する。実施形態５は、実施形態１乃至４との共通点を有す
る。従って、主として相違点について説明し、共通点については、説明を省略する。実施
形態５では、アンテナ装置の放射導体部を誘電体で支持することにより、アンテナ装置の
サイズをより小型化する。
【００６６】
　（構成例５－１）
　図１４は、構成例５－１のアンテナ装置の例を示す図である。アンテナ装置５００は、
接地板５１０と、放射導体部５２０と、誘電体部５３０を有する。
【００６７】
　接地板５１０は、平面であり、一辺の長さが長さｂ５の正方形形状である。接地板５１
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０は、実施形態１の接地板１１０と同様の構成を有する。接地板５１０は、実施形態２の
接地板２１０と同様の構成であってもよい。
【００６８】
　放射導体部５２０は、第１導体部５２１、第２導体部５２２、第３導体部５２３を含む
。第２導体部５２２及び第３導体部５２３は、それぞれ、実施形態１の第２導体部１２２
及び第３導体部１２３と同様の構成を有する。第１導体部５２１は、接地板５１０と平行
に長さｃ５の距離で離間している。第１導体部５２１は、全体の長さを長さａ５と長さｄ
５とに分ける点で直角（９０度）に折り曲げられる。また、第１導体部５２１の長さは、
ａ５＋ｄ５である。放射導体部５２０は、実施形態３の放射導体部３２０、または、実施
形態４の放射導体部４２０と同様の構成であってもよい。
【００６９】
　第１導体部５２１の形状は、板状である。図１４の例では、第１導体部５２１の厚さは
０．４ｍｍ、幅は２ｍｍとしている。
【００７０】
　第２導体部５２２は、第１導体部５２１と接地板５１０とを、短絡している。第２導体
部５２２は、第１導体部５２１の給電点から所定の距離ｆ５だけ離間した位置で、第１導
体部５２１と接続される。距離ｆ５は、インピーダンスマッチングにより決定される。
【００７１】
　誘電体部５３０は、放射導体部５２０を支持する誘電体である。誘電体部５３０は、放
射導体部５２０と接地板５１０との位置関係が変わらないように、放射導体部５２０を支
持する。アンテナ装置５００の大きさは、誘電体の波長短縮効果により、実施形態１のア
ンテナ装置１００の大きさよりも小さくなる。
【００７２】
　図１５は、誘電体部及び第１導体部の断面の例を示す図である。図１５の例は、アンテ
ナ装置５００を、放射導体部５２０を通るように、Ｘ軸が法線となる平面で切った断面で
ある。誘電体部５３０の高さは、２ｍｍ＋Ｃ５である。誘電体部５３０の幅は、長さｐ５
である。誘電体部５３０の形状は、これに限定されるものではない。誘電体部５３０は、
放射導体部５２０を支持するのに十分な大きさであればよい。
【００７３】
　ここで、例えば、誘電体部５３０の誘電体として、比誘電率（εｒ）が３．７、ｔａｎ
δが０．００１の誘電体を使用する。誘電体部の幅は、ｐ５＝１．６ｍｍとする。アンテ
ナ装置２００のサイズは、周波数９５０ＭＨｚにおいて、ａ５＝３３．４ｍｍ、ｂ５＝４
７．５ｍｍ、ｃ５＝５ｍｍ、ｄ５＝２８．３ｍｍ、ｆ５＝１０ｍｍとなる。このとき、ア
ンテナ装置５００の軸比は１．２ｄＢとなり、アンテナの軸比が３ｄＢ以下であるのでア
ンテナ装置５００は円偏波特性を有する。アンテナ装置５００の一辺の長さ（ｂ５）は、
実施形態１のアンテナ装置１００の一辺の長さ（ｂ１）と比較して、３７％短くなる。ま
た、アンテナ装置５００の接地板５１０の面積は、実施形態１のアンテナ装置１００の接
地板１１０の面積と比較して、６０％減少する。アンテナ装置５００のサイズは、これに
限定されるものではない。
【００７４】
　（実施形態５の作用効果）
　アンテナ装置５００は、誘電体部５３０により、放射導体部５２０を支持する。アンテ
ナ装置５００によれば、誘電体の波長短縮効果により、誘電体を使用しない場合と比較し
て、アンテナ装置５００のサイズを、小さいサイズとすることができる。
【符号の説明】
【００７５】
　　　　　　　１００　　アンテナ装置
　　　　　　　１１０　　　接地板
　　　　　　　１２０　　　放射導体部
　　　　　　　１２１　　　　第１導体部
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　　　　　　　１２２　　　　第２導体部
　　　　　　　１２３　　　　第３導体部
　　　　　　　５３０　　　誘電体部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】



(16) JP 5652182 B2 2015.1.14

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００５－０７２９０２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－０１６７１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特許第４３０６７３４（ＪＰ，Ｂ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０１Ｑ　　１３／０８　　　　
              Ｈ０１Ｑ　　　１／３８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

